
大
正
同
年
六
巴
ニ
す
『
団
.
，
三
種
暢
価
・
・
可
。
，
.
一
回
-
目
白
骨
ν
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論
刷

交
通
穂
及
消
費
税
見
重
複
課
税

支
那
拡
鳩
片
問
題
の
起
閃
を
論
ず

チ
ァ
ア
ル
ス
・
ホ

1
ル

の

文

明

論

・

致

租
揖
牧
入
の
季
節
的
建
動

輩

説

苑

労
農
露
闘
拡
金
融
制
度
の
復
活

妙
心
寺
派
教
閣
の
尖
掛
制
度

都

帽

錦

蛾

藩
札
の
蹴
獲
さ
州
民
民
の
疲
弊

調
逸
に
於
け
る
犯
罪
統
計

エ
ヴ
ヂ
ウ
ア

l
ス
教
授
逝
く

人
下

地
祖
師
障
す
中
改
正
、
所
得
枕
法
中
改
正
、

法
皐
博
士

文
事
博
士

法

事

士

経
済
畑
中
士

経
済
山
学
士

経
済
山
中
士

経
憐
山
半
士

制
刷
機
山
学
士
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構
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E
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エ
ッ
ヂ
ウ
ァ

l
ス
教
技
逝
く

出也

)11 

11乙

が
二
十
ニ
を

(
部
五
批

:rr. 
~ ，、

E

、
〈
同
司

ノ
プ

hr

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
問
中
的
純
憐
山
中
山
名
様
激
授
仁

『
し
て
、
〉
巴
印
C

戸
町
内
0
口
内
問
命
的
問
己
{
0
4

で
め
っ
た
』
ツ

ヂ
ク

γ
1
A
激
授
(
司
B
F
E
C円
司
自
ロ
n
r
J
R
1
Z
H
B
F同向。

当
2
2
H
)
は
去
る
二
月
十
三
日
の
刷
、
-
刻
む

-
7」
幾
何
も

な
ら
争
し
「
L

配
K
品
川
ア
7
L
hソ
こ
ご

F
h
b
ω
T
ド
L

j

ョ

:
j
i
i
i
1
i
L

、
i

4

4

4

4

3
ノ

十
一
歳
、
」
一
一
品
へ
ば
.
一
火
引
詳
し
官
会
F
7
3
μ
た
t
b
考
へ

ι

れ
る
が
、
昨
年
七
月
に
は
、
ケ
ム
プ
リ
ッ
チ
山
三
ロ

EE--

牧
師
山
雄
一
一
吉
、

A
ー
や
M
人
、
オ
フ
ク

λ

7

A

1

1

的
此
山
似

一山中
f
T
火
ふ
と
一
五
ふ
喧
】
ご
は
、
叫
r
M介

ω
た
め
、
忠
仁
姉
仙

一
に
地
ヘ
m
H
J
究
純
で
あ
る
。
伐
に
脚
hr
品
川
滋
旧
日
士
山
び
、

一
哀
仰
の
立
を
衣
し
た
い

E
mふ。

一一

エ
ツ
ヂ
ク

f
l
ス
救
授
の
縦
掛
川
中
上
山
系
統
は
、
英

凶
に
於
て
.
J
J
.
百
円
白
百

a・
山
自
白
再
浮
ピ
民
に
、
唄
山
刊

;

d

h

l

J

J

;

 

収
減

ω
流
企
汲
ん
で
ゐ
る
が
、
北
(
内
組
掛
川
』
に
於
り
る

若
L
I
H献
は
、
経
憐
山
守
的
研
究
に
、
数
山
中
的
制
念
を

場
入
し
、
数
凡
ド
的
必
訟
を
抹
川
上
て
、
山
川
ι占
的

H.帥靴、

五品川叫

ω簡
明
油
併
を
M
M
る
ご
共
に
、
之
に
依
つ

τ
M
m憐

の
純
川
町
論
を
脱
州

L
わ
い
所
に
J

れ
る
ο
ゥ

~μ
、
品
割
引
叫
が
数

瑚
純
情
事
者
(
》
『
E
7
0
自
民
2
一
日
。
ロ
O
E
H
E
)
ビ
昨
ば
晶
、
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所
以
で
あ
る
が
・
所
調
、
数
理
経
湾
問
品
干
の
後
述
史
上
、
議
仁
閉
Y
苫
れ
勝
な
経
済
血
干
の
木
拓
境
の
開
後
に
生
併

其

ω業
践
は
、
英
凶
を
代
表
す
る
こ
ど
、
伊
の

]1RmHP

の
努
力
を
捧
げ
ら
れ
た
教
授
の
、
川
敢
に
し

τ
一
本
訓

E
R巳
g
E
獅

ω円

L
S
E
E
F
〉

5
1
F
口与
B
等
仁
一
子
の
事
者
的
の
刷
出
比
引
に
、
よ
h
，
多
〈
り
親

ιみ
を
成
宇

比

F
べ
き
も
の
で
ゐ
ら

7
0

勿
論
、
英
閣
に
は
、
で
ヂ
一
る
の
で
あ
る
o

か
の
欧
洲
大
戦
中
・
時
局
問
題
た
る
酬
明

ク
ァ

1
λ
貌
授
と
必
ん
で

ν
F
E
E
-
-
教
授

ω
業
蹴
一
附
継
機
等
の
問
題
に
闘
し
、
自
ら
小
川
子
を
刊
行
L
所

が
、
数
理
w
帆
時
制
捜
の
品
目
白
地
に
貢
献
す
る
所
、
決
し
て
少
一
見
を
述
べ
し
に
も
拘
ら
す
、
除

b
に
高
断
的
で
あ
り
、

(
は
な
い
り
で
ゐ
る
が
、
エ
ッ
デ
ウ
ァ

1λ
殺
授
は
彼
一
抽
象
的

ω
論
議
に
過
ぎ
て
、
問
中
府
初
切
世
的
椀
聴
を
惹

に
比
す
れ
ば
、
純
腕
作
的
立
昧
で
・
土

h
多
〈
放
加
減
で
一
〈
所
一
か
な
か
っ
た
ど
一
五
ふ
が
加
さ
は

H

会
〈
数
授
山
町
中

あ
h
、
北
(
山
り
叩
世
出
出
川
市
に
制
到
す
る
態
度
に
は
、
向
然
科
山
中
一
間
研
究

ω
態
度
全
忠
は
し
む
る
一
一
例
ご
す
る
こ
ご
が
山

的
の
色
綴
の
供
同
な
る
を
成
合
ざ
L
を
得
な
い
o

従
つ
来
る
。

τ、
数
授
が
経
消
理
論
の
解
析
に
切
断
な
る
則
脳

ω鋭
一
郎
も
エ
ツ
ヂ
ウ
ノ
y

1

1

教
授
が
自
ら
己
が
任
正
し
、

古
を
一
不
し
、
方
法
ゆ
研
究
に
於
て
、
数
学
並
に
理
論
物
又
得
怠
正
せ
ら
れ
た
の
は
、
純
理
論
的
方
而
殊
に
数
準

理
取
等
に
劃
す
る
遺
漏
の
深
き
を
戚
A
Y
L
h
u
る
反
面
に
的
方
法
に
依
る
純
情
理
論

ω問
先
並
に
北
(
り
方
法
的
問

は
、
耐
食
科
問
中
で
あ
る
観
樹
事
り
研
究
者
己
[
て

ω洲
一
組
で
あ
っ
た
。
而
も
殺
授
は
、
理
論
を
殺
脱
し
て
到
達

子
が
低
〈
、
俳
句
に
ア
カ
デ
ミ
カ
Y

で
、
質
際
的
縦
憐
一
す
〈
き
給
川
市
そ
の
も
の
よ
h
窓
了
。
北
(
庭
に
至
る
方
法

ω

問
題
等
に
机
到
し
工
、
比
(
山
り
柚
鵬
首
hr
傾
仕
け
る
己
云
ふ
M
H

一
問
問
に
多
大
の
興
味
を
持
た
れ
た
の
で
あ
る
o

従
つ

な
こ
こ
は
品
脱
皮

ω得
huM
ご
す
る
所
で
は
な
か
ハ
つ
に
の
で
工
、
教
授

ω恭
断
が
主
正

L
τ
数
凡
3一
己
経
焼
事
己
の
交

あ
る
。
斯
か
る
訓
貨
は
決
し
て
数
授
の
偉
大
な
る
経
隣
ゅ
の
範
凶
仁
限
ら
れ
.
此
方
面
に
於

τmv界
一
に
貢
献
さ

皐
者
正
し

τの
名
場
を
投
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
寧
れ
し
こ
さ
山
大
な
り
し
弘
、
定
に
謂
れ
な
き
こ
ご
で
は

ろ
、
純
理
論
家
ピ
[
て
の
己
山
天
地
を
守

h
・
謬
惣
の
な
い
c
t
(
の
経
済
町
内
干
上
の
業
践
の
主
な
る
も
の
は
、
昨

(品
E
腕

主主

民
ツ
J

勺
ウ
ア
ー
ス
批
投
逝
(

第
二
十
二
在

調t

I
l
l
l
ρ
H
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雑

エ
ツ
ヂ
ウ
ア
ー
ス
敬
授
逝

t

年
の
泰
、
「
経
済
峨
論
文
集
」
6
Z
L
て
刊
行
さ
れ
た
炉
ら
、
数
授

ω断
ら
れ
て
お
る
通
り
極
め
て
大
般
的
分
綴

ら
、
数
授
の
血
中
風
ゃ
、
其
の
研
究
態
度
、
或
は
業
肢
の
仁
せ
よ
、
之
に
依
う
て
其
の
業
蹟
の
範
囲
い
か
何
迭
に
在

範
囲
等
を
窺
ム
仁
は
甚
に
便
利
で
あ
る
。
勿
論
、
此
の
一
る
か
を
窺
ふ
ニ
ピ
い
か
出
来
る
叫

論
文
集
は
、
所
調
会
集
で
は
な
〈
、
専
ら
開

S
E
E
M
-

此
等
の
論
文
に
依
っ
て
も
明
が
な
る
が
如
〈
、
且
ツ

『

O
ロ
自
己
誌
上
に
裁
せ
ら
れ
た
も
の
ゆ
己
採

h
、
而
も
、
一
一
ナ
ク
ァ

1
1
教
授
の
引
先
の
本
流
は
数
理
縦
横
問
中
的
の

数
授
が
自
ら
一
定
の
理
由
に
基
い
て
下
小
池
世
間
ご
考
へ
ら
一
純
理
論
で
あ
り
、
某
山
り
重
裂
に

L
て
倒
侃
あ
る
研
究

れ
た
も
の
は
之
を
牧
め
宇
、
且
叉
、
教
授
の
於
蹟
の
他
一
は
、
般
令
、
論
中
る
所
が
貿
易
に
開
L
、
租
税
仁
脳
す

の
竿
而
を
な
す
所
の
統
計
町
中
上
の
研
究
に
は
一
切
創
れ
一
る
も
の
で
あ
ら
う
己
も
、
数
理
的
研
究
一
か
基
酬
を
な
し

τは
お
ら
な
い
か
ら
・
其
の
生
涯
の
業
蹟
を
網
羅
せ
る
一
て
ゐ
る
。
従
っ
て
‘
斯
か
る
意
味
に
於

τは
、
共

ω研

も
の
で
は
な
い
。
併
し
、
数
授
の
経
済
地
T

L

L

の
論
文
一
究
の
掛
象
正
す
る
所
が
、
他
の
数
理
経
済
皐
者
の
そ
れ

は
、
主

Z
L
τ
、
開

B
E
E
n

】

E
E弘
誌
上
に
嫌
表
さ
一
己
著
し
〈
異
る
も
の
で
は
は
い
が
、
或
は
獅
占
を
論

れ
た
も
の
で
あ
h
・
且
つ
才
ヴ
ク
ー
フ
ォ
ー
ド
大
m
円
干
の
一
じ
、
需
要
供
給
の
数
事
的
理
論
を
設
明
し
、
戒
は
租
税

経
梼
山
地
干
の
致
授
正
し
て
就
任
(
一
入
九
一
年
)
以
来
一
九
一
の
純
理
.
分
配
の
理
論
、
蛾
道
賃
容
の
問
題
を
取
扱

一
一
一
年
に
至
る
三
十
年
間
に
於
り
る
主
な
る
論
文
を
集
一
ひ
、
一
具
に
、
一
般
的
に
数
卒
が
縦
一
隣
接
・
の
研
究
に
如
何

め
花
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
を
以
て
、
数
授
の
早
風
な
一
な
る
意
義
を
有
す
る
か
の
問
題
並
に
数
問
中
の
柄
殊
部

り
、
与
問
上
の
傾
向
、
功
献
な
り
を
充
分
に
推
知
い
れ
得
一
門

h

例
へ
ば
確
率
論
微
分
事
等

ω一
旭
川
を
論
干
る

る
誇
で
ゐ
る
い
殊
に
敷
市
川
自
ら
、
共
等
の
論
文
を
一
岡
田
一
等
.
数
理
経
焼
事
の
理
論
及
並
(
の
研
究
山
刀
法
に
就
い

値
H
A
分
配
、
に
湘
占
伝
潰
幣
(
以
上
第
一
寒
川
畑
一
工
、
香
人
を
激
ふ
る
所
が
極
め
て
多
レ
吋
殊
仁
、
数
理

岡

際

貿
1
問
、
ほ
租
税
、
伏
数
理
経
糖
且
T

(

以
上
第
二
経
耕
平
仁
一
於
げ
る
中
組
問
題
で
ゐ
る
所
の
、
経
済
的
一
中

容
)
及
び
比
評
論
(
第
三
容
)
等
に
分
類
さ
れ

τお
る
か
衡
仁
閲
す
る
致
授
の
業
践
は
此
の
方
面
の
研
究
に
於

録

第
二
十
こ
を

(
第
五
抗

一
五
八
)

ー、一、z

y
プ
プ
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て
、
忘
品
、
を
得
ぬ
重
要
の
も
の
で
あ
る
が
刊
其
の
例
が
数
量
闘
係
を
援
ム
以
上
、
或
は
画
数
観
念
を
導
入
し

究
は
、
数
授
が
後
日
数
瑚
経
済
問
学
者
己
・
し
て
立
つ
出
費
或
は
微
積
分
の
観
念
品
此
に
其
の
方
法
を
用
ひ
、
表
現
の

駄
そ
な
し
た

E
E
F
n自
己

EH
司

4
0
F
5
に
現
れ
て
ゐ
一
越
確
陥
明
な
る
を
得
る
た
め
に
、
数
与
に
憤
則
す
る
文

z
z
o
質
に
二
八
人
ア
年
・
教
授
が
舵
年
二
一
十
七
歳
に
一
宇
を
識
h
，
、
或
は
グ
ラ
フ
を
用
ふ
る
の
似
利
な
る
を
説

し
て
世
に
問
ふ
た
も
の
で
あ
る
が
、
共
の
皐
窓
に
在
る
一
〈
に
止
ま
h
、
敷
町
学
式
の
橋
周

ω
ペ
ダ
ン
ア
イ
ツ
ク
な

の
日
、
語
事
の
勉
皐
に
カ
を
訟
「
ご
共
に
、
他
方
、
数
一
る
を
嘗
め
、
更
に
叉
敷
地
T

的
方
法

ω経
済
的
措
干
の
研
究

準
、
哲
率
、
組
隣
町
帯
、
統
計
事
等
に
精
力
を
傾
詑
L
、
一
に
於
り
る
倒
伯
を
貰
被
つ

τは
な
ら
mH
こ
ご
を
静
へ
て

後
、
目
・
ロ
間
切
〔
リ
。
一
片
岡
。
に
論
理
事
、
経
隣
町
中
等
を
講
じ
、
一
お
ら
れ
る
の
で
、
此
等
の
貼
に
於
て
は
冨

E
Z
-教
授

調
書
思
索
の
熟
し
て
初
め
て
公
刊
し
た
も
の
で
あ
る
が
一
の
執
ら
れ
た
態
度
正
、
き
し
て
異
る
所
は
な
い
n
o

経

ら
、
数
理
経
済
同
学
上
、
調
創
に
官
む
傾
倣
ゐ
る
研
究
正
一
憐
撃
に
於
り
る
数
率
的
研
究
の
慣
値
は
、
時
に
異
論
の

し

τ、
重
要
な
る
位
置
を
占
U
る
e

』
古
は
寒
に
醤
然

ω
一
な
い
で
は
な
い
が
、
阪
仁
右
に
述
べ
た
意
味
よ
め
し
て

こ
ご
で
あ
る
o

一
も
、
五
円
人
は
、
そ
の
甚
明
必
要
な
る
こ
さ
を
ま
践
す
る

斯
〈
の
如
く
、
且
ッ

F

9
ァ

1
1
致
授
の
経
憐
皐
に
に
鵠
践
せ
ぬ
者
で
あ
る
♂
況
ん
や
、
エ
ヅ
ヂ
タ
ア

1
ス

於
て
は
、
数
皐
は
重
要
な
る
意
義
を
有
っ
て
ゐ
る
が
、
数
授
も
述
ぺ
た
る
が
如
〈
、
終
隣
接
e

が
向
学
向
上
の
進
歩

教
授
自
身
は
、
必
宇

L
も
数
与
を
以

τ経
済
事
の
研
究
に
於

τ他
の
科
与
に
比

L
J
ン
デ
イ
キ
ャ
ッ
プ
の
附
ハ
ー

ド
制
到
し
、
必
須

ω科
目
ご
は
認
め
す
・
勿
論
唯
一
の
桝
て
ゐ
る
以
上

H

、
之
が
科
学
ぜ
し
て
の
畿
遣
の
た
め
に

究
方
法
な
ぞ
ご
は
決
し
て
考
へ
て
お
ら
れ
な

ν
の
で
あ
は
、
数
率
的
方
法
に
依
h
、
概
念
の
正
確
表
現

ω遁
確

る
o

此
等
の
態
度
は
、
ォ
ッ
ク
ス
フ
ォ

1
1
大
半
に
於
を
闘
b
、
理
論
を

L
Z
明
確
な
ら
し
h
U

る
必
要
は
、
経

げ
る
数
授
の
就
任
詩
的
「
経
済
風
干
の
目
的
ピ
方
法
」

H

に
済
問
中
山
町
著
し
く
進
歩
し
た
三
十
余
年
後
の
今
日
に
於

τ

依
っ
て
窺
ふ
こ
ご
が
出
来
る
o

た

v
数
授
は
、
経
済
事
も
、
否
、

ι」
の
今
日
な
る
が
故
に
、
夏
に
重
要
な
る
こ

ろ
和
五
時
制
一
五
九
)

華並

出k

エ
ツ
ヂ
ウ
ア
ー
ス
敬
控
逝
〈

第
二
十
こ
を

λ
大
じ
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萄品

エ
ツ
ヂ
ウ
ア

1
メ
政
投
逝
〈

一
六

O
)

λ
六
八

(払
U
A

枕

ご
で
あ
り
、
此
山
り
怠
昧
に
於
f
L
.

数
理
一
以
内
航
憐
皐
の
で
あ
ら
う
。
激
授
は
、
数
理
的
協
締
法
令
』
州
内
人
法
ご
し

研
究
並
に
其
品
田
川
肢
は
、
現
庇
り
縮
減
山
や
り
肝
先
に
於
て

τ採
れ
る
反
耐
に
は
、
統
計
に
依
る
斑
論
的
貿
溢

ω
必

重
要
な
る
立
叫
泌
を
有
す
る
乙
共
に
、
総
憐
山
中
の
附
先
に
一
一
要
公
認
め
、
統
計
ケ
法
の
必
要
な
る
を
泣
い
て
お
ら
れ

於
け
る
数
併
の
研
究

ω
必
嬰
以
往
々
国
要
ど
な
り
つ
、
一
る
が
川
、
其
の
訓
究
は
、
経
済
平
に
於
げ
る
も

ω
ご
同
保

あ
る
こ
己
を
百
円
り
こ
-
己
は
山
水
な
レ
り
-
じ
め
る

ω
n
s
a
一
に
、
理
論
的
在
而
に
限
ら
れ
、

'E
ご
し
て
統
計
的
-H
法

B
O
F
ロ
与
号
、
の
2
2
P
T
5
3
f
J
1
5
E
等

ω
数
理
一
成
は
統
計
的
推
論

ω朱
礎
た
る
欺
事
的
研
究
の
純
闘
に

縦
済
与
の
先
脱
者
り
後
を
承
り

τ、
他
の
諸
川
醐
り
肌
r
者
一
止
ま

h
、
経
憐
問
題
の
統
計
的
、
賞
設
的
の
研
究
一
し
は

ご
共
仁
、
夏
仁
一
段
内
俊
述
に
瓦
献
し
た
ユ
ツ
ヂ
ヲ
ア
一
及
ハ
で
お
ら
な
い
v

の
で
ゐ
る
o

共

ω統
計
山
中
に
劃
す
る

1
ス
教
授
的
決
蹴
hr
刷
る
ニ
じ
は

-
Wな
る
川
閥
的

ω
一
態
度
は
げ
か
円
引
名
な
る
論
文
、

2
0口
封
。
任
。

ιοEza

意
味
以
上
に
、
五
日
等

ω経
済
的
叫
干
の
勝
寸
却
を
示
唆
す
る
所
一
一
民
ω
z
g
v
h
に
依
り
混
ひ
得
る
が
、
極
め
て
粗
雑
な
一
耳
ひ
方

の
も

ω
、
多
〈
存

1
る
こ
ピ
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
一
を
す
れ
ば
、
教
授

ω業
践

ω主
な
H

白
も
の
は
、
確
率
論
、

Z

一

一

説

差

理

論

法

に

度

数

分

布

的

問

題

地

及

び

相

側

ω
理
論

且
ツ
ヂ
今
ア

1
1
教
授
の
楽
院
中
、
如
上
の
経
消
単
一
的
研
究
町
等
的
範
囲
に
属
す
る
。
機
率
論
仁
就
レ
て
は
、

的
研
究
以
外
.
大
な
る
部
分
合
市
む
る
も
の
は
・
統
計
一
門

3
F
F
P
E
G
-
w
等
正
共
に
英
凶
の
代
表
的

ω卒
者

事
訓
慨
に
数
班
統
計
山
中

(
M
-
E
r
E
B
B
-
且
旦
耳
目
白
)
に
闘
一
己
苫

μ
て
ゐ
る
一
九
、
数
授
り
確
率
論
は

H
b
M
E
等
り
所

す
る
議
論
稿
で
あ
る
υ

数
刻
統
計
明
者
己

L
て
の
旦
ツ
↑
制
御
逸
平
一
以
ゆ
影
響
を
受
り
、
英
刷
闘
と
大
陸
と
の
思
処

デ
ク
ア

1
λ
殺
川
は
は
、
H

品
目
♂
回

OH
門一
C
2
5
3
Jぐ
2

2

一
ω唯
一
の
漣
釧
を
な
し
た
も
の
正
一
五
は
れ

τ
ゐ
る
幻
O

問

E
E
w
の弘
E
F
司
自

E
C
F
J
V
J
H
F
出

o
d
i
2
J
p
n
z
m
p
一
品
川
崎
法
論
J

』
共
に
化
等

ω駄
に
就
い
て
は
、
多
〈
の
礁

の
N
5
2・
呂
田
の
恨
め
等
ピ
並
ぶ
前
十
一
史
な
る
位
置
を
占
め
卒
論
波
に
統
計
字
詰

ω論
中
る
所
で
の
る
か
ら
、
制
〈

壬
ゐ
る
こ
ご
は
』
、
敢

τ蕊
に
多
〈
述
べ
る
必
要
以
な

ν
此
等
に
譲
っ
て
此
蕗
に
は
詳
訟
を
避
り
る
2
0

相
倒
的

第
二
十
ニ
を

，~l 

718)専を霊長田1
仁f.J. N_ Kc、 ~les. The ~cope .and Mctho.d o! P91itic乱1 E:~onomy 1917. 
~~1_. VIiI. 1.. Cossa， An !ntroduction to thc Study of l'olitical Economy 
[El1g. tral1s_，) 18¥)3， F】p.88-t.-1 
Pap.~ 円。 VoL 1._ p: 
F.' Z ， z~k ， I >ie Statistischen Mittelwerte. S. 201， 
Thl! Objccts九ndMe.h町 lsof Po¥itical Economy (Pゃe円. Vol 
Jubilee VoIUl1lC oJ the Royal Statistical Society， 1885 
此轄白山花に就いては、 J.M. Keyncs， A Tre叫 iscon P山 babilitypp. 441-
44Z (Bib1iogr..phy) を且ょ。

1. p. 10) 

13} 

14} 
.15) 
]6) 
17) 
18) 



誤
差
理
愉
並
に
度
数
分
布
の
問
題
咽
及
び
相
闘
の
理
論

的
研
究
t

等
の
範
国
に
属
す
る
。
縮
率
論
に
就
レ
て
は
、

。
。
再
o
p
]
V
B
a
J
等
ピ
共
に
英
闘
の
代
表
的
の
血
中
者

芭
さ
れ
て
ゐ
る
が
2

、
教
授
の
確
率
論
は
H
h
巴
等
の
所

謂
獅
逸
平
仮

ω影
響
を
受
付
、
英
国
-
己
大
陸
E
の
思
想

の
唯
一
の
連
鎖
を
な

L
た
も
の
ご
一
再
は
れ
て
ゐ
る
到
。

説
理
差
輸
ピ
共
仁
此
等
の
駄
に
就
い
て
は
、
多
f
の
確

率
論
並
に
統
計
町
中
書
の
論
守
る
所
で
め
る
か
ら
、
暫
〈

此
等
に
譲
っ
て
此
蕗
に
は
詳
設
を
避
り
る
凶
O

相
闘
の

理
論
は
、
統
計
方
法
の
橿
軸
で
あ
る
が
、
之
に
就
い
て

も

の
t
z
p

日

V
E
E
C
P
4ロ]
m
w

出
。
呈
々
等
の
英
闘
の
諮

問
学
者
ご
共
に
其
の
名
の
菰
M
H

る
、
、
こ
ど
は
、
筆
者
の
嘗

っ
て
紹
介
し
た
所
で
あ
る
M
G

柵
閥
抗
開
問
題
ピ
関
聯
し
て
‘
統
計
方
法
を
論
じ
だ
最
も

重
要
な
る
エ
ツ
ヂ
タ
ァ

l
λ
教
授
的
研
究
は
、
貨
幣
債

飾
品
四
動
の
測
定
を
目
的
ピ

L
た
物
調
指
数
の
問
題
で
あ

る
o

物
倒
指
数
に
開
す
い
百
数
授

ω見
解
は
、
前
記
の
論

文
集
の
よ
向
。
ロ
O
U
¥
u

の
項
ヂ
或
は
可
与
問

E
Z
の
酌
皇
官
申
'

教
授
の
執
筆
に
な
る

h
R
H
E
a
g
E
Z
2
3
に
依
り
知

る
こ
ご
が
出
来
る
が
、
物
倒
指
数
の
研
究
に
謝
す
る
数

手

ヅ

ヂ

ゆ

ア

ス

敬

技

逝

{

雑

総

授
の
業
蹟
は
渡
す
る
を
待
・
さ
る
-
も
の
で
あ
る
明
。
な
ほ
、

数
授
に
就
い
て
吾
等

ω忘
晶
、
こ

t
の
出
来
ぬ
も
の

は
、
数
授

ω執
筆
に
な
る

E
-
m
E
Zの
僻
書
中
の
五
十

伶
項
に
一
旦
る
説
明
で
あ
る
o

殊
に
、
「
磁
卒
及
確
率
論
」

「
説
差
現
論
」
・
「
画
数
」
・
「
曲
線
」

ω如
き
の
歌
劇
干
上
の

説
明
・
「
卒
均
一
、
「
セ
ン
サ
ス
」
・
「
死
己
寧

t
等
の
統
計

に
闘
す
る
事
項
、
或
は
「
致
用
」
・
「
獅
占
」
u

「
競
等
」
・

「
交
易

H
「
需
要
曲
線
」
・
「
供
給
曲
線
」
等
の
数
理
経
憐

上
の
問
題
及
び
、

n
s
E
R
U
Z宮
宵
の
如
誉
教
理
縮
携

皐
者
に
闘
す
る
紹
介
、
評
仰
の
如
き
、
何
れ
も
明
快
な

る
説
明
を
奥
へ
ら
れ
て
お
る
o

此
等
は
、
そ
の
論
文
集

第
三
容
の
締
済
事
書
の
評
論
ご
共
に
、
経
済
血
一
a

を
皐

び
、
研
究
す
る
者
に
特
別
な
る
興
味
ご
利
益
ご
を
輿
ふ

る
も
の
で
ゐ
る
こ
ど
を
特
に
記
し
て
置
き
た
い
ぜ
思

ふ。

四

ェ
ッ
ヂ
少
ア

1
1
殺
授
の
間
半
閥
的
の
研
究
業
蹟
以
外
、

大
な
る
功
績
は
、
一
人
九

O
年
に

H
W
。ョ

-
F
o
gヨ
甘

印

o
n
円
内
々
の
設
立
せ
ら
れ
て
以
来
、
主
(
ω
ω
2日
g
q
ご

L
て
、
叉
其
の
機
関
雑
誌
・
開
8
5
E
H
n
守
口
E
R
の

第
二
十
二
魯

~~ ，、
) 

(
銘
五
貌

‘、司、
L

-ノプ
4
J
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雑

録

エ
ツ
ヂ
ウ
ア
ー
ス
設
技
逝

f

何
長
官
同
の
一
人
正
し
て
先
に
は
出
日
間
間
切
吉
、
後
に
は

問
。
ヨ
自
己
共
に
、
共
の
死
に
至
る
迄
‘
よ
〈
議
カ
さ

れ
た
と
云
ふ
こ
ど
で
あ
る
。
向
学
曾
は
、
立
(
の
抽
育
児
酬
ゆ

る
た
め
に
.
一
九
二
三
年
、
数
授

ω論
文
集
を
刊
行
せ

ん
こ

F
T議
し
、
世
に
法
h
出

L
わ一

ωが
前
述
し
た
論

文
集
三
容
で
あ
る
o

茶
他
、
日
刊
々
の
事
曾
に
閲
輿
し
‘

英
閣
の
皐
術
の
進
歩
畿
述
に
貢
献
し
た
所
も
決
し
て
少

〈
は
な
い
2
0

一
入
四
五
年
一
月
八
日
、

E
g
ι
ω
同
認
め
唱
。
耳
目
出
'

Z
E
の
答
家
に
生
れ
、
本
年
二
月
十
三
日
、
。
民
日
且

に
長
逝
す
る
に
至
る
入
十
一
年
の
且
ァ
チ
ク
ァ

1
1
数

授
の
生
慨
は
、
極
め
て
平
和
な
事
者
的
の
生
活
に
終
始

Z
れ
た
の
で
あ
る
o
殊
仁
一
八
九
一
年
叶
F
0
2
5
問
中

問
。
自
の
後
を
承
り
て
オ
ッ
ク
ー
フ
ォ
ー
ド
大
問
中
の
数
授

己
な
り
、
一
九
二
二
年
.
其
の
退
峨
に
至
る
三
十
一
年

間
及
び
某
の
脱
年
を
通
じ
て
三
十
五
年
有
俄

ω長
日
月

を
、
と

-
m
B
U
F
F
m
o
に
在
つ

τ山
中
間
の
研
究
に
精

進
し
、
倦
む
所
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

終
生
安

る
こ
ピ
な
(
、
僅
に
、
時
宮
山
F
耐同挺・

J
7
k

フ
の
如

き
運
動
を
無
二
の
船
田
み

F
し
て
、
思
索
ピ
研
究
の
生
活

弟
二
十
二
容

(
H
m
五
誠
一
六
ニ
)

λ
七

O

に
、
常
に
若
人
の
如
き
元
気
を
以
て
努
め
ら
れ
た
ご
云

P

で
て
乙
は
、
到
底
、
常
人
の
及
び
得
る
所
で
は
な
い
。

数
授
の
澗
身
は
、
嘗
っ
て
足
立
ω
同
ι向。唱
0
1
F
"
の

如
き
著
名
な
る
小
説
家
を
出
し
た
る
臣
向

2
0
5
a
g一ロ

ω笛
家
エ
ッ
ヂ
ク
ァ

1
1
家
全
絶
へ
し
む
る
こ
ピ
、
な

っ
た
が
、
仙
悦
の
業
蹴
は
経
済
事
上
不
初
の
も
の
で
あ

り
、
川
部
仁
現
論
的
方
面
に
獅
自
の
事
風
を
化

τる
開
拓

者
ご
し
て
、
立
(
の
名
は
永
遠
に
糊
〈
で
ゐ
ら
う
。

Pigou 
前掲 TheTimes 参問。
Ed!{eworth 敬授。文章を引用1.-<:幽めて興味ある嗣介をした副言E白

白論文を且ょ。
Ma!i~ Edgew-orth (r767-1849)“Castle Rackrent>l (/;J如き IrJand 白地主
と，j、作人目胸係を拙いた小説幸書吾、経済問掴を取扱ったととに依り知られ
てゐる、(詳細は PalgraveDidfonary -Vul. 1. 6&ト681 を且よ)

29) 


